新年のごあいさつ
全国公立学校教頭会

会長　　井部良一
平成２４年の年頭にあたり、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
昨年は東日本大震災、そして放射能問題など日本中でつらく厳しい日々が続きました。
教育の場においても、｢子ども達の命を守る｣という学校の最も根源的な使命を、改めて考えさせられました。私たち学校の管理運営の実務を任される全ての副校長・教頭が、自らの職責を全うするためにはどのような資質や能力を身につけ、研鑽を重ねていくべきか自問しています。
私はその答えの一つが教頭会活動であると思っています。教頭会で様々な実践研究を幅広く知ること、そして会員相互に協議をする中で専門性を深めていくこと、そのことが目前に現れる様々な課題に正しく対応し、解決していく力になると考えます。
さらなる教頭会活動の発展進化をめざしてまいります。

全国公立学校教頭会の今年の研究は、喫緊の課題である防災・減災教育、安全教育に取り組みます。学校の使命や役割を改めて考えていきたいと思います。

また、７月には全公教が主催運営を直轄で行う全国研究大会を開催いたします。学びの多い研究大会、円滑で効率的な運営を目指して、準備を進めております。会員の皆様のご支援・ご協力、そして積極的な参加をお願いいたします。

全公教統一研究主題「豊かな人間性と創造性をはぐくむ学校をめざして」の具現化をめざし、全会員心を一つに取り組んでまいりましょう。

